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《
修
士
論
文
要
旨
》

賛
貢
進
制
度
の
再
検
討

*

松

葉

文

恵

賛
は

『延
喜
式
』

の
宮
内
省
、
大
膳
職
下
、
内
膳
司
な
ど
に
あ
る
程
度
制
度
規

定
が
あ
る
ほ
か
、
大
宝
職
制
律
監
臨
官
強
取
猪
鹿
条
、
『古
事
記
』
『風
土
記
』
の

説
話
記
事
な
ど
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
様
相
は
不
明
で
あ

っ
た
が
、
平
城
宮

・
京

跡
、
藤
原
宮
跡
を
は
じ
め
と
す
る
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
賢
関
係
木
簡

の
存
在
に
よ

っ
て
賛
と

い
う
食
料
貢
進
制
度
は
研
究
対
象
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

多
く

の
研
究
者
が
賢
制
度
や
起
源
、
実
態
の
解
明
に
努
め
て
き
た
。

一
九
八
〇
年

代
末
に
は
二
条
大
路
木
簡

・
長
屋
王
家
木
簡
な
ど
の
木
簡
群
の
発
見
、
さ
ら
に
近

年
で
は
、
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
と

い
う
新
し
い
木
簡
群
の
発
見
も
あ
り
、
賛
関

係
木
簡

の
点
数
も
飛
躍
的
に
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
以
前
の
様
相
と
異
に
す
る
部

分
も
み
ら
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
賛

に
関
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ

た
。ま

ず
、
研
究
史
と
し
て
賛
木
簡
出
土
を
契
機
と
す
る
直
木
孝
次
郎
氏

の
論
考
発

表
以
後
、
二
条
大
路
木
簡

・
長
屋
王
家
木
簡
の
未
発
見
段
階
の

一
九
八
〇
年
代
ま

で
を
賛
研
究
の
第

一
段
階
と
し
、
二
条
大
路
木
簡

・
長
屋
王
家
木
簡
、
さ
ら
に
は

飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
の
発
見
に
よ

っ
て
膨
大
な
史
料
を
得
る
こ
と
に
な
る

一
九

九
〇
年
代
以
降
の
研
究
を
第
二
段
階
と
し
て
分
類
し
た
。
こ
れ
ら
第
二
段
階
の
論

文
を
整
理
し
、
賛
貢
進
制
度
に
関
す
る
問
題
を
抽
出
し
て
、
賛
木
簡
の
分
析
を
行

う
こ
と
に
よ

っ
て
賛
貢
進
制
度
の
再
検
討
を
試
み
る
。

ま
ず
、
賛
木
簡
の
分
析
に
つ
い
て
は

「賛
」
と
表
記
さ
れ
る

一
五
七
点
の
木
簡

の
み
を
扱

い
、
各
国
の
賢
の
表
記
、
貢
進
地
域
、
貢
進
物
お
よ
び
貢
進
物
と

『延

喜
式
』
の
各
税
品
目
と
の
比
較
、
記
載
形
態

・
内
容
の
特
徴
等
を
分
析
し
、
そ
れ

ら
の
分
析
を
参
考
と
し
て

「大
賢
」
「御
賢
」
表
記
の
問
題
、
賛
収
取
体
制

に
関

係
す
る
、
個
人
名
お
よ
び

「中
男
作
物
」
「
調
」
記
載
の
賛
木
簡
、
律
令
制
下
に

お
け
る
賛
の
位
置
づ
け
と
い
う
三
点
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第

一
の

「御
賛
」
「大
賛
」
表
記
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
賛
進
上
の
管
理
者

の

変
化
に
伴

い

「大
賛
」
か
ら

「御
賛
」

へ
と
表
記
が
変
化
し
た
と
す
る
説
、
「大

賢
」
と

「御
賛
」
は
別
の
も

の
で
あ
り
、
「御
賛
」
は
王
権
固
有

の
こ
へ
の
減
少

に
起
因
す

る
、
天
平
期

に
入

っ
て
見
ら
れ
る
新
し

い
タ
イ
プ
の
賛
と
す
る
説
、

「大
賛
」
と

「御
賢
」
は
表
記
上
の
差
異
で
あ

っ
て
大
き
な
意
味
を
持
た
な

い
と

す
る
説
が
あ
る
が
、
賛
木
簡
に
記
さ
れ
る
年
代
を
整
理
し
て
み
る
と
、
「大
賛
」

は

(大
宝
)
参
年

(七
〇
三
)
十
月
廿
二
日
、
「御
賛
」
は
天
平
元
年

(七
二
九
)

十

一
月
十
五
日
の
紀
年
を
有
す
る
も
の
が

一
番
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
そ
し
て

「大
賛
」
表
記
は
天
平
十
八
年

(七
四
六
)
十
二
月
ま
で
、

「御
賛
」
表
記
は
天
平
十
九
年

(七
四
七
)
二
月
廿
八
日
ま
で
み
る
こ
と
が
で
き
、
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現
在
出
土
し
て
い
る
賛
木
簡

の
中
で
は

「大
賛
」
「御
賛
」
表
記
は
ほ
ぼ
同
じ
時

期
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

因
幡
国
の
賛
木
簡
の
表
記
を
み
る
と

、
天
平
五
年

(七
三
三
)
四
月
は

「大
賢
」

と
記
し
、
天
平
八
年

(七
三
六
)
七
月
と
十
月
は

「御
賛
」
、
神
護
景
雲
四

(七

七

〇
)
は

「大
御
賛
」
と
記
す
。
「大
賛
」
か
ら

「御
賛
」

へ
と
表
記
の
変
化
が

あ

っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
因
幡
国

の

「大
賛
」
か
ら

「御
賛
」

へ
の
表
記
の
変

化
は
天
平
五
年
か
ら
天
平
八
年
の
問

で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
約
三
十
五
年
後

の

「神
護
景
雲
四
」

(七
七
〇
)
と
記
す
木
簡
に
お

い
て
は

「大
御
賢
」
と
表
記

さ
れ
て
お
り
、
「大
賛
」
と

「
御
賛

」
が
全
く
別

の
も

の
で
あ

っ
た
の
な
ら
ば

「大
賛
」
、
「御
賛
」
を
混
合
し
た
表
記

は
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

「大
賛
」
、

「御
賛
」
と
表
記
の
差
異
は
異
な
る
表

記
上
の
差
異
に
過
ぎ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
の
賛
収
取
体
制
に
関
し
て
は
、
賛
木
簡

の
示
す
八
世
紀
の
賛
貢
進
の
様
相
、

特
に
個
人
名
を
記
す
木
簡
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

個
人
名
を
記
す
賢
木
簡
の
特
徴
と
し

て
は
、
国

・
郡

・
郷

(里
)
な
ど

の
行
政

単
位
ま
た
は
特
定
集
団
が
記
さ
れ
、
逆
に
国

・
郡

(評
)
ま
で
の
記
載

や
、
郡

(評
)
で
留
ま
る
賛
木
簡
に
は
個
人
名

は
見
当
た
ら
な

い
と

い
う
こ
と
が
い
え
る
。

賛
木
簡
の
多
く
は
個
人
名
を
記
さ
な

い
が
数
点
の
賛
木
簡
に
は
個
人
名
を
記
し
て

い
る
。
賢
貢
進

に
際
し
て
多
く
の
場
合
荷
札
に
個
人
名
を
記
さ
な

い
の
は
、
そ
の

必
要
が
な

い
か
ら
、
ま
た
は
貢
進
主
体
が
個
人
で
は
な
い
か
ら
と
考
え
る
。

賛
が
個
人
で
は
な
く
国
ご
と
に
課
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
捕
獲

ま
た
は
採
取
す
る
の
は
個
人
で
あ
り
、
賢
木
簡
に
記
さ
れ
る
個
人
名
は
捕
獲
者
あ

る
い
は
採
取
者

の
名
前
が
木
簡
上
に
記
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
、
個
人
名
と
と
も
に

「中
男
作
物
」

や

「調
」
と
記
載
さ
れ
る
木
簡
は
、

『延
喜
式
』
に
お

い
て
も
正
税
交
易
や
調
物
を
賢
に
ふ
り
か
え
る
と

い
っ
た
形
で

賢
が
調
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
、
賢
木
簡
に
記
さ
れ
る

「中
男
作

物
」
や

「調
」
は
、
賛
収
取
に
あ
た
り

「中
男
作
物
」
や

「調
」
に
よ

っ
て
調
備

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
う
い
っ
た
賛
の
収
取
形
態
は
ほ
ん
の

一
部
で
あ
り
、
古
来
よ
り
続
く
と
み
ら
れ
る
各
地
域
に
お
け
る
生
鮮
食
料
品
の
中

央

へ
の
貢
進
の
慣
習
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
賛
に
と

っ
て
、
収
取
の
在
り
方
は

国
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

第
三
の
律
令
制
下
に
お
け
る
賛
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
賛
木
簡
の
貢
納
品

目
と

『延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
品
目
を
比
較
す
る
と

一
部
の
品
目
は
賛
か
ら
調

や
中
男
作
物

へ
と
改
編
さ
れ
な
が
ら
も
依
然
と
し
て
賛
は
残

っ
て
い
く
こ
と
が
わ

か
り
、
さ
ら
に
、
調
と
賢
は
貢
納
形
態
も
違

い
、
あ
え
て
調
と
賛
を
分
離
し
た
形

で
納
め
さ
せ
て
い
る
。

調
に

一
元
化
さ
れ
ず
律
令
制
下
に
お
い
て
も
な
お
賛
が
存
続
す
る
の
は
、
『延

喜
式
』
内
膳
司
に
節
料
、
年
料
の
用
途
に
関
す
る
規
定
が
記
さ
れ
て
お
り
、
賢
は

供
御
と
儀
礼
に
用

い
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
調
と
賛
の
使
用

目
的
の
違
い
に
賢
制
度
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
量
的
充
足
を
図
る
の
で
れ
ば
調
制
の
強
化
が
合
理
的
で
あ
り
、
天
皇

の
供
御
、
儀
礼
に
用

い
る
た
め
に
調
と
は
別
に
賛
と
し
て
貢
進
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
は
、
古
代
よ
り
日
本
固
有
の
慣
習
と
し
て
服
属
儀
礼
に
伴
う
生
鮮
食
料
品
の
貢

進
が
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
賛
は
そ
の
起

源
で
あ
る
服
属
儀
礼
的
、
祭
祀
的
意
味
合

い
を
色
濃
く
残
し
、
天
皇
の
供
御
、
儀
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礼
に
用
い
る
物
資

の
確
保
を
目
的
と
す

る
と
も
に
、
賛
貢
進
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
側
面
の
保
持
を
目
的
と
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

最
後
に
賢
貢
進
と
関
連
し
て
御
食
国
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
御
食
国
に
つ
い
て
も
言
及
す

る
。
「御
食
国
」
と
は
万
葉
集
に
の
み
み
ら

れ
る
も

の
で
あ
り
、
「御
食
国
」
と
詠

わ
れ
て
い
る
の
は
志
摩
国
、
淡
路
国
、
伊

勢
国
の
三
国
で
あ
る
が
、
各
論
文
に
お

い
て
み
ら
れ
る
御
食
国
に
は
多
少
の
認
識

差
が
あ
り
、
や
や
感
覚
的
に
捉
え

て
い
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

一
般
的
な
見
解
に
よ
る
と
御
食
国
と
い
う

の
は
、
高
橋
氏

(膳
氏
)
、
安
曇
氏

の

「伴
造
-
部
」
に
よ
る
賢
収
取
体
制

が
窺
わ
れ
た
り
、
高
橋
氏

(膳
氏
)
や
安

曇
氏
が
世
襲
的
に
国
司
と
な
り
、
両
氏
と

の
関
係
に
よ

っ
て
賛
が
貢
進
さ
れ
る

国
々
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
律
令
制

以
前
の
中
央
と
膳
氏

(高
橋
氏
)

・
安
曇

氏
の
関
係
に
よ

っ
て
、
内
膳
奉
膳
に
両
氏
が
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
を
考
え
る

と
、
彼
ら
の
勢
力
基
盤
で
あ
る
国
々
は
恒
常
的
に
中
央

へ
生
鮮
食
料
品
を
貢
進
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
御
食
国
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
奈
良
時
代
末
ま
で

の
各
国

の
国
司
を
み
る
限
り
、
高
橋
氏
、
安
曇
氏
が
世
襲
的
に
国
司
と
な

っ
て
い

る
国
は
な
く
、
国
司
に
高
橋
氏

(膳

氏
)
、
安
曇
氏
が
任
命
さ
れ
、
両
氏
を
通
じ

て
行
わ
れ
る
贅
貢
進
国
を
御
食
国
と
す

る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。

御
食
国
に
関
し
て
は
な
お
検
討
す

べ
き
点
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の

課
題
と
し
た
い
。
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